
  
 

  
 

仮想空間上での咳動作がもたらす対人距離への影響 
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概要：人間関係を構築・維持していく上で，コミュニケーションは必要不可欠であり，その際の距離感は重要な要素
である．これまでにも，物理空間での対人距離の測定，その際の印象の変化などの検証が行われてきた．一方で，2020
年の新型コロナウイルス蔓延をきっかけに，私たちの生活様式は大きく変化し，特定の意識・価値観や行動様式は変

化したまま元には戻らないだろうとも言われている．そこで本研究では，コロナ禍を経験した上での対人距離・咳動
作がもたらす影響に着目し，咳をしない場合の，咳をする場合の，2 種類の対人距離に関して仮想空間上で調査を行
った．本研究の結果，物理空間を共有しない仮想空間上であったとしても，実害の有無は関係なく，咳動作によって

印象が低下し，対人距離が大きくなったことが明らかになった． 
 
 
 

 
 

1. はじめに     

人間関係を構築・維持していく上で，コミュニケーショ

ンは必要不可欠であり，コミュニケーションするにあたっ

て，その距離感は重要な要素であると考えられる．しかし，

2020 年の新型コロナウイルス蔓延をきっかけに，私たちの
生活様式は大きく変化し，特定の意識・価値観や行動様式

は変化したまま元には戻らないだろうと言われている． 
また，新型コロナウイルス感染拡大に伴い，社会全体と

して早急なデジタル化が求められる状況となった．この流

れを考慮すると，今後もオンラインでコミュニケーション

する機会は増えていくと考えられる．その際にも咳に対す

るエチケット的な振る舞いが要求されると予想され，物理

空間を共有しないコミュニケーションでは咳をしても実害

はないはずだが，相手に与える影響は大きいと考える．  
よって本研究では，コロナ禍を経験した上での対人距

離・咳動作がもたらす影響に着目した．2 種類の対人距離

（1.咳をしない場合の対人距離，2.咳をする場合の対人距
離）を仮想空間上で調査し，印象がどのように変化するか

の検証を行った． 
 

2. 実験 

本研究では，被験者に Oculus Rift s という HMD を装着
してもらう．コントローラーを用いて簡単な操作を行って

もらい，アンケートを通じてその印象を評価する．実験風

景を図 1 に示す． 
 

2.1 実験環境 

本実験で使用する 3D モデルや実験空間は，Unity 
Technologies が提供するゲーム開発プラットフォームであ
る Unity を用いて作成した． 
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2.2 アバターの種類 

 本実験では，Adobe の Mixamo にあるアバター・アニメ
ーションを用いた．アバターの見た目による影響も検証し

たいと考えたため，人型のアバターを男女 2 種類に加えて，
ロボット型のアバターも 2 種類，合計で 4 種類用意した．  
 
2.3 システム概要 

本実験では，仮想空間上でアバターが近づいてきた時に，

どの程度の距離で不快に感じるのかを調査する．「相手と対

話することを前提として，これ以上は近づいてほしくない

距離」を測定した． 
対人距離の測定方法は，対人距離計測に最も多く利用さ

れている停止距離法[1-6]を基に設計した．咳をする場合に
関しては，アバターが立ち止まった後に咳をするように設

定した．実験中に被験者の HMD に提示される映像とエー

ジェントを図 2 に，システムの概要を図 3 に示す． 
 

2.4 被験者 

本実験に参加した被験者は合計で 10 人（男性 7 人，女
性 3 人）であった．  
 

 
図 1 実験風景 

 



  
 

  
 

 

 

 

 
図 2 実験中の被験者視点 

 

 
図 3 システム概要 
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（c）            （d） 
図 4 アバターの外見 

 
2.5 実験手順および評価項目 

本実験では，アバターの見た目 4 種類（図 4），咳の有無
の 2 種類を組み合わせて合計 8 条件で実験を行った．咳の
有無に関しては，偏りが起きないようにカウンターバラン

スを考慮して交互になるように決定した． 
各被験者は 1 条件終了するごとに，アバターに対する

「Likeability」，「Safety」を 7 段階で評価した． 
 

2.6 実験結果 

 各評価項目の結果は次の通りであり，対人距離の詳細を

以下の表 1 に示す．アバターの性別，アバターの見た目（人
型またはロボット型），咳の有無による 3 要因分散分析を行
った結果，咳の有無（p=0.024），アバターの見た目（p=0.030）
に有意な差が見られた．また，アバターの性別（p=0.072）
には有意傾向が見られ，交互作用には全て有意な差は見ら

れなかった． 
 

表 1 実験結果 
 平均値（m） 標準偏差（m） 

女性・人型・咳有り 2.05 0.73 

女性・人型・咳無し 1.60 0.41 

女性・ロボット型・咳有り 2.57 1.45 

女性・ロボット型・咳無し 1.84 0.58 

男性・人型・咳有り 2.14 0.77 

男性・人型・咳無し 1.76 0.43 

男性・ロボット型・咳有り 2.63 1.25 

男性・ロボット型・咳無し 1.98 0.53 



  
 

  
 

2.7 考察 

 本実験で得られた結果から，以下のようなことが考えら

れる．まず，咳の有無による対人距離の差は考えやすい．

コロナ禍を経験した上では咳による実害は関係なくても，

咳に対する拒絶反応からアバターを遠ざけてしまっている

と考えられる． 
次に，アバターの見た目による差も得られたが，これは

表情がないロボット型のアバターに恐怖感を感じ，反射的

に接近を止めてしまっていることが多かったと考えられる．  
最後に，アバターの性別による差は有意な傾向であった．

特に女性の被験者は，同性のアバターを好む場合が多く，

男性の方が心理的に警戒されていると考えられる． 
以上より，対人距離には様々な要素が影響をもたらすこ

とが分かった．しかし，これにはいくつかの適用限界が存

在する．本実験のデータ収集には，少しリアルな外見を持

つアバターを用いたが，接近してくるアバターの外見や年

齢，体格によっても好ましい対人距離が変化する可能性が

ある． 
  

3. おわりに 

 人間関係を構築・維持していく上で，コミュニケーショ

ンは必要不可欠であり，その際の距離感は重要な要素であ

る．本研究では，コロナ禍を経験した上での対人距離・咳

動作がもたらす影響に着目し，咳をしない場合の，咳をす

る場合の，2 種類の対人距離に関して仮想空間上で調査を

行った． 
 実験の結果，物理空間を共有しない仮想空間上であった

としても，実害の有無は関係なく，咳動作によって印象が

低下し，対人距離が大きくなったことが明らかになった．

今後，仮想空間上のアバターのマスクの有無を条件として

追加し，同様の対人距離の計測・比較を行い，対人距離に

影響を与える要素を明らかにする取り組みを進める予定で

ある． 
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